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平成29年度 九州大学 IMI 共同利用・研究集会

「防災・避難計画の数理モデルの

高度化と社会実装へ向けて」

内閣府SIP 「巡回支援アプリ」 の開発と社会実装の取り組み
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地域や施設の人、モノ、情報の流れをシミュレーションして、配置や規模、管理の効率性、安全性を提案地域や施設の人、モノ、情報の流れをシミュレーションして、配置や規模、管理の効率性、安全性を提案



ＳＩＰ全体構成

平成26年度～30年度
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ＳＩＰ防災分野 研究開発課題

防災科研

防災科研

情報通信機構

港湾空港技研

情報通信機構

防災科研

名古屋大学

京都大学

工学院大学

東京工業大学
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[レジリエントな防災・減災機能の強化]

地域防災の持続的向上可視化

アプリケーションの技術開発

「首都圏複合災害への対応・減災支援技術」

研究責任者 大佛俊泰
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エリアマネージャーエリアマネージャーエリアマネージャーエリアマネージャー

●今、どんな状況か

●双方向で会話、確認

担当者
担当者

担当者

担当者

止水板の設置止水板の設置止水板の設置止水板の設置

１１１１人で人で人で人で

対応対応対応対応

１１１１人で人で人で人で

対応対応対応対応

救助救助救助救助

搬送搬送搬送搬送

救助救助救助救助

救助救助救助救助

救助救助救助救助

救助救助救助救助

３人３人３人３人

必要必要必要必要

１１１１人で人で人で人で

対応対応対応対応

１１１１人で人で人で人で

対応対応対応対応

２２２２人人人人

必要必要必要必要

２２２２人人人人

必要必要必要必要

モニタリング

ナビゲーション

マッチング

●誰をどこに行かせるか

●状況変化で行先更新

エリアＡエリアＡエリアＡエリアＡ エリアＢエリアＢエリアＢエリアＢ

エリアＣエリアＣエリアＣエリアＣ

エリアエリアエリアエリアＤＤＤＤ

巡回支援

アプリ

6

限られた時間・人員・物資を最大限に活用して被害を最小化する

１．巡回支援アプリの概要

●行先と経路を指示・返信
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現在地・進捗・

異変の情報

場所・ルート・

内容の指示

基盤・実用化・汎用化技術の完成と拡充

各機関で独自に運用/

他エリアとの連携

社会実装対象の拡充と方法の検討
エリアマネージャー

エリアマネージャー エリアマネージャー

●基盤技術 （GPS位置情報管理等）

●実用化技術（マッチング機能等）

●汎用化技術（マネージャー機能等）

●実用化技術のＡＩ化

●日常業務への汎用化

●屋内地図情報管理機能

●広域エリア（実験済み）

●地下街（実験済み）

●大型商業施設（実験済み）

●ホテル、高層ビル、病院

●ターミナル駅、スタジアム

２．これまでの成果

H29の取組

H29の取組



道路

建物

100m

巡回先(10か所)作業量300秒

担当者(10人)のスタート位置

巡回先(40か所)作業量10秒
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実用化技術のＡＩ化に関するフィールド実験

作業完了時間の比較

（移動時間・作業時間）

フィールド実験

① 巡回支援アプリを用いて巡回

② 既存アプリ(LINE)を用いて巡回

シミュレーション実験

③ エージェントの仮想巡回

（約500m ×約500m）

３．技術開発の成果と今後の展開
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● 巡回支援アプリを用いることの効果

重複が発生



個人作業ログデータから得られる情報

・歩行速度が遅い／作業時間が長い等

行動履歴を利用したＡＩ機能

①個人行動の改善（防災訓練マニュアルの見直し）

→作業効率化の目安・目標を提示

②マッチングの改善（担当者の能力[移動速度・作業時間]を反映）

→継続使用により個人能力を自動学習し、作業効率を最適化

作業終了が遅い 作業の早い巡回者が担当
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● 行動履歴の振り返り機能



川崎市危機管理室とアゼリア地下街におけるプレ実証実験

危機管理室

危機管理室

アゼリア施設XX施設OO
・・・・・

市内約900施設

受信・着手・完了

報告

PC①

管理者管理者管理者

PC②

タスク

割当

情報収集

・報告

登庁過程で浸水状況

を撮影・報告

多摩川の上・中・下流の

増水状況を撮影・報告

PC③

管理者

タスクY

タスクX

タスク１

・
・

・

タスク割当

（係員）

受信・着手

・完了報告

川崎市危機管理室

（職員）

川崎アゼリア防災センター

（係員）

早期災害情報収集

地下街への浸水状況

を撮影・報告

受信・着手

・完了報告

参集

（職員）

防災体制発令

（注意/警戒/非常）

（第一回：平成28年7月5日、第二回：平成28年9月2日）
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４．社会実装の成果と今後の展開
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川崎アゼリア地下街の対応状況 多摩川巡視のモニタリング

川崎市危機管理室

巡回支援アプリの有効性・汎用性を確認

下流域の状況確認市全域の対応状況確認

● 川崎市危機管理室とアゼリア地下街におけるプレ実証実験の様子

予算化，議会審議，多くのステークホルダー

⇒ 実装までには長い時間を要する

川崎アゼリア：JR/京急/バスターミナル接続

規模全国3位（延床面積5.7万㎡、店舗数350店）

通行人数29万人/日
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● 現在までの進捗

⇒ プレ実証実験の実施

（世田谷区危機管理室/社会福祉協議会/タクシー事業者/

川崎市危機管理室/川崎アゼリア/大丸有地区大型施設）

⇒ 災害時の地域・施設での巡回支援アプリの有効性・汎用性を確認

⇒ 自治体や企業のニーズ把握

● 現実的な社会実装に向けた課題と戦略

● 社会実装への課題

⇒ 防災コンテンツ単独では導入されない

⇒ 自治体やステークホルダーの多い機関は導入に時間がかかる

⇒ 継続活用と機能更新には事業化(ビジネスモデル)が不可欠

● 課題解決に向けた戦略の基準

⇒ 職員や館内者の安全性を重視する機関

⇒ 日常業務と兼用でき、効率化が期待できる

⇒ 地域連携の必要な地区



14

● 緊急時と日常業務への兼用機能の開発、導入実験の実施

（災害時の対応と日常業務の効率改善が急務の施設を選定）

（導入実験：高層ビル内ホテル/平成29年9月27日実施）

（自衛消防団の防災訓練ツールとしてデモ実験/30年度実施予定）

● 現実的な社会実装に向けた課題と戦略

高層ビル内ホテル （実験対象施設）

八重洲地下街

ターミナル駅

（東京駅）

施設概要

・高層27F～34F

・客室数：350室

・東京駅、八重洲地下街と接続

接続

接続
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● 高層ビル内ホテルにおける実証実験の概要

災害発生時は緊急確認モード

（客室状況の確認/怪我人対応）

平常時は業務支援モード

作業割り込みに対応

緊急事態

連泊/13:00点検

空室（簡易検査）

確認

○

○

○

○

○

○

27階

28階

29階

30階

31階

32階

33階

34階

進捗状況を可視化

メニューの切り替え



● 平常時を想定したデモ実験

清掃確認

清掃員に指示

清掃員に指示

進捗状況の確認

フロアチーフの清掃作業の確認
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非効率の発生
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①日常的に実施される安全管理業務の適用 （エレベーター保守、警備、消防、設備、駅管理等）

②災害弱者の対策が遅れている施設、エリアへの適用 （福祉/養護、病院、避難所等）

③労働集約型業務、位置測位ビジネスへの適用 （緊急物資対応の運送業、集客施設等）
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５．今後の展望

ボトムアップ型の社会実装戦略 （施設管理者レベルから地域レベルの連携へ）


